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積雪寒冷地における

水田裏作小麦の施肥法

等であった。

石川県農業短期大学
土壌肥料研究室

長谷川和久

1.はじめに・麦作の選択と小麦 ところが，現在これらに対して，①には，梅雨でも雨

の日が連続することは少ないので，コンパインと火力乾

現在，稲転の政策推進を契機に3 ここ20余年全国的に 燥機の使用で、ほぼ解決で、きる，②には，減反政策遂行に

顧みられなかった，水田地帯における麦作の見直しが余 格好の代替作物となる，③には，品種の改良と施肥法お

儀なくされている。 よび圃場の管理法の検討によって，改善の余地が多い，

水田へ麦作が導入される主な理由は，政策的問題を別 などとそれぞれ対応できる。

にすると，水田の高度利用および，間場の大区画への整

備状況からみて3 水稲用装備機械(トラクター， コンパ

インなど〉が有効に利用できることである。

このことは，麦作のために新規投資が不要で，また全

面散播栽培の場合には，就労時聞が少なくてすむ(約10

アール当り l人1日以下〉ため，生産コストが低くなる

ことになる。また雑草対策が比較的楽なことも農業者に

とって見逃せない。

大麦と比べて，小麦を栽培するメリットは，自給率数

ノξ一セントの国内需給関係からみて増産の余地が大きい

こと，さらには高タンパク質であり，生産面からは，土

壌の酸性 CpH)~.に対する適応性が大きいことな1 ど;で;ぁ

る。

しかし現実に，北陸のような積雪地帯で降水;量;が多

く，かつ寒冷な地域において，水田に秋播麦を肥培する

警合障害が多い。ここでは，小麦栽培上の地域的な問題

点を述べ，さらに筆者の肥培試験の経験から作付・施肥

上の留意点を示し，御参考に供したい。

2. 小麦作付上の問題点と今日的対応

従来，当地域の小麦作における障害は，①収穫期が梅

雨にかかるため収穫作業が困難なこと，②後作の水稲は

移植が遅れ減収が余儀なくされること。③大麦に比べ

やや収量が少なく，大麦と同様に肥沃度が低下すること

3. 施肥時までの圃場管理

小麦作付回としては，雑草対策上，当年，水稲を刈取

った排水良好な固場を選ぶことが先決である。北陸では

播種が10月中旬以降になると，年によって大幅に減収す

るため，遅くとも， 10日すぎまでに播種することが望ま

しい。このため， 日本晴のような晩生種の作付あと回は

年によって収穫が遅れるため園場として適当でない。

配堆肥の施用は好ましいが，一般には得難い。そこでわ

ら施用が考えられるが，わらすき込みは，わら無施用の

場合に比べて減収となる傾向がある〈第1表〉ので，コ

ンパイン装備カッターで細断散布された生わらの腐熟促
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(2) 第三種郵便物認可 農 業

第2表 肥料の形態および資材の併用と小麦収量
(kg/10アール

進を図る必要がある。

稲刈り直後〈当日ないし翌日〉に， 10アール当り成分

で2.......，3 kgの窒素肥料〈硫安や石灰窒素〉を施用し，耕

起する。これはわらが生に近い状態ですき込む方が，乾

燥させて後日すき込むより，分解が早いためである。必

要ならば培土器で排水溝を設けておく。

なお石灰質資材を併用する場合には3 わらすき込み時

ないし基肥施用の 1週間前に， 10アール当り 100.......， 150 kg 

全面散布する。

4. 施肥

圃場の管理からみて全面散播は畦立栽培よりやや減収

する場合も見られる(第1表〉が，収穫機の走行を考え

ると，前者の作付法が望ましい。また全面散播と畦立栽

培では，施肥法や施肥成分の利用率もやや異るが，ここ

第 1表 わらすき込みと小衰の収量 (kg/10ァー Jレ〕

北上小麦

1974王ド

畦立散指

410 298 

388 ー

試験区石川県石川郡，壌土，二連創l
施肥量 10アール当り窒素成分で基ß~ 6 kg，追ß~ 4 kg 

ホ 苦土石灰10アーJレ当り 160kg併用

では以下全面散播*の場合に複合肥料の施用効果がどう

であるのかを示す。

当地域では小麦に，越冬前後低温でしかも降水量が多

い，施肥成分が流亡し易い条件下で経時的に養分を吸収

させる必要がある。すなわち，発芽後の初期生育を図

り，降雪前にある程度の根張りと分けつを確保し，さら

に融雪後短期間に幼稿形成期〈出穂は南部小麦で，平年

時5月の連休あけ〉に入るため，春先の適切な追肥 (2

回分施が好ましい〉による栄養・生殖生長を促す必要が

ある。

そこで，複合肥料について，気温の高低に対する溶解

性3 物理性状および含有する窒素形態に由来する窒素成

分の流亡の難易，さらには塩基性資材を併用した場合の

効果などについて相対比較したところ，第2表の通りで

あった。

気象の影響によるとみられる年次変動があるが，連作

による経年的減収の傾向が認められ，肥料単用の場合に

は単肥に比べて大粒化成や尿素化成および鶏糞がやや劣

り，逆に燐硝安加盟が勝る。この燐硝安加里の肥効が高

いことは，施肥窒素の子実生産力が大きいことによって

* ただし排水方向に 7~8m閑隠で培土器で排水溝を入れるo
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試験区 f乍イ寸 if三次

併用資材 1976 1977 1978 

1 斗四じtHE肥~(硫安、過石、硫11日) 223 273 103 

2 11 . J主カ/レ 219 298 97 

3 11 -貝化石 225 444 127 

4 燐硝安加盟(15-15-12) 215 413 139 

5 11 . Jlカ/レ 235 280 141 

6 /1 -貝化石 246 398 156 

7 緩;t_:lJ大粒化成蝿(10-15-10) 183 371 85 

8 " 'J主カlレ 208 312 95 

9 /1 -貝イiニ石 188 352 116 

10尿素燐川l安(15-15-15) 198 226 91 

11乾燥鶏糞 141 245 106 

12無肥料 107 I 186 I 76 

試験地石川県石川郡，壌土， 1区10m2，3速制

施肥量 10アー Jレ当り窒素成分で基肥，追肥各6kg

資材併用量 10アール当り 200kg，供試品種・南部小麦

播種 10月中旬，収穫翌年6月中・下旬(同一ほ場で水稲・小

麦交互連作)

キ粒径4mm以上の緩効性肥料。

わかる(第3表〉。一方，資材の併用効果は認められ3

とりわけ北陸産貝化石の緩効的な効果が注目された。)

料単用による子実生産力が低い場合には，資材の併用;

果が大きい。なお汎用される苦土石灰と貝化石の比較、

は，後者の併用効果が勝った(第4表〉。

第 3表 窒素の形態と小麦子実生産力*(1976年作)

試 験 区 |南部小麦

燐硝安加盟(15-15-12)・苦土石灰※ 347

硫加燐安 (10 -20-20)・背土石灰 309 

燐硝安加里(15ー15-12)・貝化石※ 389 

硫力11燐安 (10-20-20)・貝化石 373 

キ (収量一線肥料区の収量)kg/ (N吸収量一無肥料区のN吸収量)

化成l肥料の成分は第2;J受と同じ。

第4表 併用資材としての苦土石灰と員化石

粉末の効果(収量kg/10アー Jレ.1976年〕

資材併用

珪カル貝化石

71.8 61.3 
60.7 59.6 
59.6 73.9 

)1巴料形態

JiJ.JJ巴凶己壬ト
燐石f，i安加里
緩効大粒化成

尿紫燐加l安

主応 主主

試験地石川県石川郡，壌土

施肥ru: 10アール当り窒素))x;分で基肥6kg，追肥4kg

* 10アーノレ当りわら 600kgすきとみ

ところで微量要素の施用については，水回転換後初{

の小麦の場合，砂質のせき薄な土壌などのほかは，排7

と酸度矯正(石灰等の施用〉に留意すれば，特に施用L

必要は少い。ただし小麦裏連作の場合には，これを配F

しなければならない。


